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多作の土壌水分に関ナる研究第2報
吉岡金市・三宅 章 『、
1.研賓の眼題 要の生理的に必要とする
土嬢水分を萎作の生育の各段階に於て明っかにす
るととは、委作の実際に沿いて必要なととであ
るから、モれを解明するために本研究を行った
のである。従来、あまりとれに関する研実が特
はれて居らす束、叉、行はれてゐる萄停Z結果に不
一致の点が見聞されるので、寄々は厳年実験を
繰返し実施したととあ、大体の傾向を摘み待た
のでその結果をと主に報告するのである。
前号tヒは第1報として昭和Hi-17年の実験結
果を報合したが、と Lでは昭和18ー 19年の実験
結果を第2報として報告する。(昭和17-18年に
も実験を行ったのでるるが、試験期間中土B農水
分処理を関連つだたあ実験結果が保られたかっ
た)。
2.研買の方法 研究の目的に従ひ、土壌
水分のみを異にせる各試験区を作b炭験を行っ
た。モの方法は次の如〈で、大体前第1報告の
場合と同様なるも、本年は実験材料の都合によ
b裸要による試験を中止して小委のみによD行
ひ、試験区は4区増加した。
ポットー1ポットり大きさは約1/68∞o反で
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糊槻ポットを使用『土嬢・目酔トーそのポット
に当所圃場の表土を風乾したものを 2.紘 g b 
菜種油粕110R.I'を1ポットに塙充した_r土嬢水
分ー使用土嬢の飽和水分量を測定して、それに
よb土纏 2.2kgの場合の各%の土嬢水分量を
算出した。その結巣、3O%-323cc.40%-431 
cc. 50%一日8cc，印%-6錨cc，70%一754cc.
舶%一部1cc，卯%-969ccであった。「情種一
小要新中長を12月1日に 1ポット当9粒宛情種
し、発芽後生背中騰のもの3本立とした f試験
区一院験区は第1喪に示す如くであって、 1-.
7区は金生育期間一定の土嬢水分を保持1)8-'
B区は2-4週間毎に土嬢水分を10%づL増減
塑買じた。 r管週一給水は生育の初期は3日I'L
1問、順共回数を増して生育の後期は1日に1
回、或ほ2回給水した。その方法はポットを秤
量して減量しただけ補給した。叉、妻生育期間
、.中両降雨は遮断し、夜間及び雨天はb;ラス室内
に入れ、降雨なき盤聞は網室に出した。そして
お遁1回生育調査をした。
3.研買の結果
n土嬢水分と生育との関係、生育調査の結
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泉は第2表 t草文〉、第3表(分襲)11:示す如く
であって、金生育期聞を一定の土槙水分に保持
した1噌 7区に於ては、土嬢7]c介在増加するに
従ひ生育良好で、 7区の90%が最も土くたって
ゐる。又、生育期借紳土嬢水分を場減農頁した
る8-:-15区に於ては、 12区の生背初期を乾燥獄
館 (30%)とし、顕弐土壊水分を増加して生育
の中期よb後期を滋潤欣態(卯%)とした場合
が最恵生育良好であり、吹いで8区、 15区の順
K良院である。即ち、 2喜作の生育は後期、中期
の.d::嬢水分の多少〉が大ft't.r.彫響を輿へ、主主育初
期の土壊水分の多少除殆んど影響がないと去へ
るのである。
2)土嬢水分と救量&の関係'各試験区の1汝
量調査せる結果は第4表に明示して居る如〈で
あるdその結巣を検討するに、金生育期聞を一
定の土嬢水分を保持した1-7区では6区 (80
%)、 7区(90%)が最も結果良好であり、それ
より土援水分を誠少するに従ひ悪くなる。生育
期間中土語降水分を増減した8-15区に於ては12'
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区の生育初期を乾燥欺態 L却%)とたし、中期
以後i::漁潤妖態とl-it区が最もよしヨえいで8
区の生育初期を乾煉獄態 (30%)となし.、順次
土壌水分を増加して最後tr:撫潤妖態とした区が
よくなってゐる。しかして、との反対の処理を
せ・る13区は最も悪しさえいで9区が悪かったの
である。
4.考察以上の実験結果を考察するt亡、
大体前報告と同一結果となり、妻作に於ける土
猿水分の影響は生育の後期が最も大で、吹いで
中期;であれ初期の土担農水分の多少は殆んど影
響がたいと震へるのぞある。即ち、生育期間中
土壌水分を轡更した場合、 12区が最もよく、ヨた
いで8医が好結県富と得てゐる。との南区は共に
生背後期が禍潤歎融にあP、生育初期が乾操燃
態にあるのである。叉、との南区は金生育期間
漁潤歎態で生育さした7区 (90%)よりも良い
結果を得てゐるのである。そして、 12区と 8区
の反対の処理をした13区と 9区は共に悪かっ
7to 
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5.欄 彊委作期間中の土壌水分の多少
が要作に如何なる霊長曜を及ぼすものず」あるかを
知らんがため、ポット試験に依り土獲水分のみ
を盛頁した試験区匙作り実験を行ったととろ、.
共の如き結果を得tc.。
。要作期間中一定の土媛水分を保持した場
合は占、漁潤欺蹟(90，%)区が最も良結呆を得た。
それよ b土嬢水分が揖少するに緯ひ.順衣披l比
した。
2)表作期間中土壌水分を盛夏した場合は、
生育初期を乾操扶態とし、中期、後期、を撫潤扶
践とした区が最も牧量が多く、との反対の処理
をした区は最も結果が悪かった@
- '1- ('12'7) 
